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 パトロールの強化で 

地域住民への防犯意識を高める活動 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

・ 青色回転灯装備車 3 台による学区内パトロールの実施。 

・ 広報誌「瀬古防犯だより」を月１回発行。 

・ 給食会や各種サロンにおいて、高齢者を対象とした犯罪防止啓発活動（ビラ

の配布やビデオの上映）を実施。 

・ 小学校登下校時における交通指導とあいさつ運動の実施。 

・ 守山警察署、守山区役所の要請を受けて各種キャンペーンなどに協力。 

・ 活動への延べ参加者数は約 500 人。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

子どもに関係する犯罪が全国的に多発していたほか、街頭犯罪（特に住宅対象

侵入盗・自動車車上犯罪）が多発していたため、「私たちの街は私たちの手で守

る」のスローガンのもとに、防犯に対する取り組みへの機運が高まり、防犯隊を

発足した。 

【瀬古学区】 

 ■世帯数：5,545 世帯  

 ■人 口：13,693 人 

 ■面 積：2.311ｋ㎡ 
平成 24 年 4 月 1 日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

守山区 瀬古学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの回覧、掲示板への掲示、地元商店街の店先にポスター掲示   

【住民への PR 方法】

【アピールポイント】  

防犯隊組織をフルに活用し、他団体との連携を密にして活動してい

る。また、守山警察署や守山区役所からの活動要請を積極的に受け入

れ、連携を密にしている。防犯隊発足以来、警察署及び愛知県、名古

屋市から感謝状を多数授与されている。
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(１) 運営メンバー 

 区政協力委員、町内会・自治会長、

PTA、子ども会、瀬古防犯隊  

計約 30 人 

(２) 他団体との協力 

瀬古消防団、瀬古小学校ＰＴＡ、

瀬古福祉推進協議会、青少年育成会 

(３) 運営協力 

町内会との連携、広報（瀬古防犯

たより）による呼びかけ 

 

 

 

 
 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 防犯組織発足から満 7 年が経過し、地域住民の防犯意識も高まり、活動への

参加者も年々増えている。また､パトロールを通じて住民間の交流が深まった。 

・ 子どもに関する犯罪がなくなった。 

(２) 苦労した点 

・ 防犯隊組織が活動主体であり、活動を始めた当初

は他団体との連携・調整に苦労したが、改善され

てきた。 

(３) 今後の課題・展望 

・ 現在は自主防犯団体として活動しているが、将来

は名古屋市に認知された組織にするのが望ましい。

それによって、活動資金などの悩みも解消できる。 

(４) メッセージ・アドバイス 

・ 防犯活動では、学区区政協力委員会と学区連絡協議

会（防犯隊組織・福祉関連組織）との連携が必要。  

H24年

4 月

・ 瀬古小学校の新入生保護者向け子ども

事故防止の啓蒙 

・ 青パト乗車講習会 

▼ 

5 月

・ 総会 

・ 瀬古小学校運動会における学校周辺の

交通整理と警備 

▼ 

6 月 住宅侵入防止対策講習会の実施 

▼ 

7 月

・ 守山・旭「犯罪なしの日」の青パト出

発式 

・ ＰＴＡ一斉パトロール 

・ 間黒神社及び高牟神社夏祭りでの交通

整理 

▼ 

8 月
学区夏祭りでの会場周辺の交通整理と警

備 

▼ 

9 月

・ 役員会 

・ 防災の日に瀬古小学校児童の引き渡し

訓練 

▼ 

10 月
・ 

12 月

・ 高牟神社秋祭り交通整理 

・ 役員会 

・ 瀬古小学校 2 学期終了時の同伴下校 

 ３ 実施の体制 

 ５ 成果と課題 

 ４ 実施のスケジュール 


